
柏崎市 第二次スクリーニングのまとめ
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0028

大字鯨波
鯨波二丁目

30,682 3.3 4.0 〇
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河川周辺の沖積層平坦部面に1〜4m程度の厚さで盛土されている。
調査地の南⻄部の宅地は周辺部を擁壁で囲われており、擁壁高は1〜4mで北⻄部の角で最
も高い。この擁壁には沈下によると思われる目地部のコンクリートの破損、突出部の段
差、水路工からの湧水等、多くの箇所で変状が見られ、また盛土内のひな壇擁壁にも不等
沈下と思われる変状が認められる。
この地区は河川の出水は上方ダムの放流により、擁壁を超える水位まで上昇することが発
生している。盛土の一部が拡幅されており、4mののり面は盛こぼし状態で標準勾配となっ
ていない。
地下水は擁壁部から出水が認められるように、盛土内に存在していると考えられる。全体
的には擁壁がやや不安定であると考えられる。盛土が急な箇所には現在宅地はない。
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盛土及び盛土下部の軟弱な砂質土層をとおるすべりを各断面
に1〜3まで想定し、安定計算を実施した結果、常時及び地震
時の目標安全率1.0を満足した。
従って、当該盛土は崩落の可能性が小さいと判断される。
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沢を埋める盛土構造であり、末端は高さ1ｍ程度のブロック積擁壁である。盛土内には
高さ3ｍ以下の重力式擁壁、ブロック積擁壁、増積擁壁が施工され、ブロック積擁壁と増積
擁壁に縦⻲裂および前傾が確認される。
宅地地盤のコンクリ−トや道路舗装にクラックが認められるが、変状が拡大しても宅地へ
の影響はない。
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盛土及び盛土下部の軟弱な粘性土層をとおるすべりを各断面
に1〜3まで想定し、安定計算を実施した結果、常時及び地震
時の目標安全率1.0を満足した。
従って、当該盛土は崩落の可能性が小さいと判断される。
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沢を埋める盛土構造であり、末端は高さ5ｍ程度の小段を有する勾配1：1.7ののり面であ
る。また、末端側面は高さ3〜3.5mのブロック積擁壁である。
宅地地盤のコンクリ−トや道路舗装にクラックが認められるが、変状が拡大しても宅地へ
の影響はない。
地下水はのり尻に褐色のしみ出しが確認される。
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盛土及び盛土下部の軟弱な旧表土・粘性土層をとおるすべり
を各断面に1〜3まで想定し、安定計算を実施した結果、常時
及び地震時の目標安全率1.0を満足した。
従って、当該盛土は崩落の可能性が小さいと判断される。
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沢を埋める盛土構造であり、末端は高さ4.5ｍ程度の小段を有する勾配1：2.0ののり面であ
る。また、末端側面は高さ5mのブロック積擁壁である。
宅地地盤のコンクリ−トや道路舗装にクラックが認められるが、変状が拡大しても宅地へ
の影響はない。
地下水はのり尻に褐色のしみ出しが確認される。また、のり面にも湿りが確認される。
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BVR5-3 1.72 1.043 −

盛土及び盛土下部の軟弱な旧表土・粘性土層をとおるすべり
を各断面に1〜3まで想定し、安定計算を実施した結果、常時
及び地震時の目標安全率1.0を満足した。
従って、当該盛土は崩落の可能性が小さいと判断される。
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沢を埋める盛土構造であり、盛土中腹から下方にかけては調整池が設置されている。末端
は高さ5ｍ程度の小段を有する勾配1：2.5ののり面である。また、末端部は耕作地である。
宅地地盤のコンクリ−トや道路舗装にクラック、末端部側面のブロック積擁壁に水平押出
しが認められるが、変状が拡大しても宅地への影響はない。
地下水はのり尻に設置された法止め工は沈下し水没しており、降水時に盛土内の地下水が
上昇する可能性がある。
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複合すべり1ケース（盛土と旧地表の境界）と円弧すべり面
を設定し、安定解析を実施した結果、いずれのすべり面でも
常時及び地震時の目標安全率1.0を満足した。
従って、当該盛土は崩落の可能性が小さいと判断される。
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盛土は高さ5ｍのＬ型擁壁にて囲まれている。L型擁壁には縦⻲裂やコ−ナ−での⽋損、前
傾が確認され前傾箇所前面には高さ1.2ｍ程度の補強土壁と1：1.5ののり面による押さえ盛
土が施されている。
宅地のコンクリ−トに⻲裂が確認され、補修されている。
地下水についてＬ型擁壁の水抜き穴および縦⻲裂箇所から常時出水が確認され盛土内の水
位は高いものと推定される。
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KA-B-1 0.44 1.282 −

円弧すべり面を設定し、安定解析を実施した結果、常時及び
地震時の目標安全率1.0を満足した。
従って、当該盛土は崩落の可能性が小さいと判断される。な
お、補強土壁の性能を考慮し、擁壁はすべらないと想定し
た。
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